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奥の坊遺跡V区完掘状況 (北から)
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SH52001完掘状況 (南から)
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SD51 001(N)小壺出上状況



例  言

1.本報告書は,高松市東部運動公園整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第6冊で,高松市高松町に所在する
奥の坊遺跡V区 (おくのぼういせきVく )の報告を収録した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次のとおりである。
調 査 地 :高松市高松町奥ノ坊

発掘調査 :平成11年5月 28日～7月 13日

整理作業 :平成19年 1月 4日～11月 30日

3.発掘調査から整理作業及び報告書編集まで高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員大嶋和則が担当
した。

4.発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたつて,下記の関係諸機関ならびに方々から御教示を得
た。記して厚く謝意を表すものである。 (五十剖頃,敬称HIl

香川県教育委員会,古高松土地改良区,地元自治会,地元水利組合

5。 発掘調査から整理作業,報告書執筆まで下記の方々の協力を得た。記して厚く謝意を表すものである。(敬
称崎

信吉純恵 。大野宏和 。)|1部浩司・増田ゆず (当時徳島文理大∋ ,末光甲正 (当時讃岐文化遺産研究会)

6.本調査に関連して,以下の業務を業務委託発注により実施した。
航空写真測量   アジア航沢J脚
遺物写真撮影   西大寺フォト
木製品保存処理  冊吉田生物研究所

7.挿図として,国土地理院発行1/25,CICXl地形図「高松】陪Б」「高松南部」「Inl山」「志度」を一部改変して
使用した。

8,本報告の高度値は海抜高を表し,方位は国土座標第Ⅳ系 (日亦顛J地系)の北を示す。

9.本書で用いる遺構の略号は次のとおりである。
SB:掘立柱建物跡  翻 :溝  SE:井戸・水溜め場  SH:竪穴住居跡  SK:土坑
SP:柱穴

10,本書で使用した図版の縮尺は注記の無い場合は次のとおりである。

遺構 :1/40 土器 :1/4 石器・金属製品 :1/2

11.発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。

12.今回の調査地である奥ノ坊地区は「奥ノ坊」「奥の坊」「奥之坊」等の表記の仕方がある。地区名倖名 )に
ついては「奥ノ坊」と「奥の坊」がよく使われる。近世文書では「奥ノ坊」に加え「奥之坊」が使われてい

るが,現在では地元の人は使わない。国土地理院の地形図には「奥之坊」が使用されている。本報告書では
地区名を「奥ノ坊」と表記し,古墳についても「奥ノ坊」と表記をする。集落遺跡については古墳と区別す
るために「奥の坊」と表記する。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 事業全体の経緯 と経過
高松市では全市的なレベルで,ま とまった総合的なスポーツレクリエーション活動拠点として高松市東部
運動公園の整備が計画され,その基本構想・基本計画が平成5年度に策定された。運動公園整備予定地とな
ったのは高松市の東端の丘陵地帯で,高松町の奥ノ坊 。大空・金川渕地区にあたり,総事業面積は47.2haに
及ぶ広大なものであった。整備予定地には香川県の弥生後期を代表する大空遺跡をはじめ,奥ノ坊古墳及び
スベジ古墳の存在が知られており,この他にも未周知の埋蔵文化財が所在する可含〕隆は高いと考えられた。
このため,高松市教育委員会では工事に先立ち整備予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて都市
開発部 (現都市整備部)公園緑地課と協議を行い,事前に試掘調査を実施し,埋蔵文化財の包蔵状況を明ら
かにすることで合意した。

そして,市教委では,平成7年度から用地買収の完了した土地について試掘調査を実施した。平成7年度に
は大空古墳,何 |1渕古墳,奥ノ坊2号墳 (その後の本調査で3・ 4号墳を追加)を発見した。これを受け,再度公
園緑地課と埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行い,工事の前に記録保存を行うことで合意した。試掘調
査はその後も継続して行い,平成9年度までに整備予定地内に203箇所のトレンチを掘削した。この調査によ
り,周知の埋蔵文化財包蔵地であった大空遺跡,奥ノ坊古墳,スベリ古墳の3遺跡については,既にほとん
ど消滅しており事前の保護措置の必要がないことが判明した。一方,新たに奥の坊権現前遺跡,奥の坊遺跡 ,
奥の坊奥池西遺跡,大空北遺跡の4集落遺跡が発見された。新たに発見された遺跡の総面積は約30,000だで
ある。これらの遺跡についても順次公園緑地課と協議を行い,工事前に記録保存を行うことで合意した。
一方,運動公園整備工事は平成9年度から洪水調整池の工事を行い,平成12年度後半から全体の造成工事
を行うことが予定されていた。このため洪水調整池部分の発掘調査を皮切り□順次調査を進め,平成12年度
前半までに全調査を終えることとした。調査対象地は遺跡総面積30,000ポ のうち現道及び現水路を除く約
26,910だとした。その後,工事計画が変更になり,平成14年度後半から全体造成工事が開始されることにな
り,発掘調査についても平成14年度前半まで期間を延長できることとなった。このため,当初は掘削深度が
深く調査面積も広大で調査期間も短いことから,掘削業務を委託発注して調査を実施していたが,平成11年
度より比較的掘削深度の浅い部分については直営で調査を行った。また,平成15年 1月 には運動公園整備工
事に使用する粘土を新田町久米池から採取することとなり,同地に所在する久米池遺跡についても工事に合
わせて調査を実施した。

表 1 東部運動公園整備事業に伴う発掘調査経過
番号 遺跡名 調査区 調査期間 調査面積 (♂ ) 調査方法 報告書

試掘調査 全域 1995.8,4ハヤ1997.10.8 2,997 直営

I (1999,3干1)① 大空古墳 全域 1996.2.14′―V1996.2.23 150 直営

② 金川渕古墳 全域 1996.2.23′‐V1996.3.8 300 直営

③ 奥の坊権現前遺跡 I～Ⅲ 1997.2.10-1997.3.24 1,560 委託
Ⅱ (2004.3干 1)

④ 奥の坊権現前遺跡 Ⅳ～Ⅵ 1997.10.7´‐ヤ1998.3。 13 5,200 委託

⑤ 奥の坊遺跡
I・ コ

1998。 9。 14-1999.2.19 4,900 委託
V(2006.12干 1)

Ⅲ・ 凸/ 未刊

⑥ 大空北遺跡 全域 1999。 4.16-1999.6.4 2,200 直営 Ⅲ (2004.12刊 )

⑦ 奥の坊遺跡 V 1999,5.28-1999。 7.13 700 直営 本書

③ 奥の坊遺跡 h/1・ 141 1999。 11。 10′
‐彰2000.3.3 2,300 委託 未刊

⑨ 奥の坊奥池西遺跡 全域 2000.4.17-2000.7.25 3,600 直営 Ⅲ (2004.12刊 )

⑩ 奥の坊遺跡 Ⅷ 2000。 10.2かΨ2000.12.28 300 直営 未干J

① 奥の坊遺跡 Ⅸ 2000.10.5-2001.1.12 1,180 委託 未刊

⑫ 奥ノ坊古墳群 (測量) 全域 2001,6.5-2001.6.27 直営 Ⅳ (2006.3刊 )

⑬ 奥の坊遺跡 X 2001,8.27-2002.1.18 1,320 委託 未千1

⑭ 奥ノ坊古墳群 全域 2001.9.4′―彰2001.11.28 1,020 直営 Ⅳ (2006.3刊 )

⑮ 奥の坊遺跡 XI 2002.4.2′‐彰2002.7.5 1.180 直営 未千J

久米池遺跡 全域 2003.1.8′‐V2003.1.21 200 立会 Ⅳ (2006.3刊 )
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第 1図 高松市東部運動公園整備事業発掘調査地

第 2節 奥の坊遺跡における発掘調査の経緯 と経過

運動公園予定地内では,平成7年度から用地買収の進捗状況に応じて試掘調査を実施してきた。奥の坊遺
跡は平成8年度の試掘調査によりその所在が明らかになつたもので,遺跡は事業地の南緩斜面一体に広がり
を見せ,その面積は約12,000だにのぼることが判明した。
遺跡の南西部が洪水調整池工事予定地内に含まれ,平成H年度工事着手予定であったことから,平成10年
度末までの発掘調査が望まれた。また,運動公園全体の造成が平成12年度下半期に予定されていたことから,
その他の部分についても早期の調査が望まれた。そこで,公園緑地課と協議を行つた結果,遺跡の南西部を
平成10年度,北東部を平成11年度で調査を実施することで合意した。しかしながら,平成9年度において,
一部事業計画の変更があり,洪水調整池は平成12年度,造成は平成14年度下半期着手となることが決定した
ことから,平成10年度から5ヵ年をかけて発掘調査を実施することとなった。また,調査費用軽減のため一
部直営方式により調査を実施した。10年度に I～Ⅳ区,11年度にV～Ⅶ区,12年度にⅧ・Ⅸ区,13年度にX
区,14年度にXI区の調査を実施した。
本報告書で掲載したV区の調査は,平成11年5月 28日 ～7月 13日 に直営で実施した。大空北遺跡の調査と併
行して実施した。調査面積は700だである。

ミブ/
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第 3節 整理作業の経過

東部運動公園整備に伴う発掘調査は平成14年度まで行われた。このため,各調査年度の翌年度に土器洗浄
や接合等の基礎整理を行うのみで,本格的な整理作業は全調査終了後の平成14年度後半から実施した。
奥の坊遺跡V区の整理作業は,平成12年度において基礎整理を実施し,本格的な整理作業は平成19年 1月
から11月 において実施した。以下に工程表を掲載する。

表 2 奥の坊遺跡V区整理作業工程表
平成18年度 平成19年度

l~月為 ■る
‐

「

が竜
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

基礎整理

実 測
トレース

レイアウト

報告書作成
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

高松市は香川県のほぼ中央に位置し,瀬戸内海に面している。高松市域の大部分は高松平野によって占め
られている。平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の独立山塊は,侵食の容易な花南岩層 (三豊
層群)が風化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われていたことによって侵食開析から取り残されて形成された
メサまたはビュー トと呼ばれるもので,讃岐ののどかな田園風景の象徴の一つである。
高松平野は四国中央部に東西に連なる讃岐山脈に端を発する中小河川により形成された沖積地である。高
松平野には,西から本削 ||,香刺 ||,春 日川,新川といつた河川が瀬戸内海に向けて北流している。本調査
区の位置する古高松 (高松町 。新田町・春日町)は,この中の春日川,新川にほど近い地域である。春日・
新川の両河川は水量に乏しく,平野中央部を流れる香東川のように大規模な扇状地は見られない。また,古
高松の北部は,江戸時代初期の干拓により陸地化されたものであり,寛永10(1633)年の『讃岐国絵図』に
よると,その頃の海岸線はかなり内陸に入り込んでおり,屋島は島として描かれている。北を屋島に面した
海岸 (旧地形による),東を立石山山塊,南を久米山丘陵,西を春日川によって限られた高松平野北東部の
一角は,古代 。中世を通じて「高松」 (讃岐国山田郡高松郷)と 呼ばれたが,天正16(1588)年の生駒親正
による高松城築造以後は,城下高松に対して「古高松」と呼称されてきた。江戸時代以前の古高松の地形が
推定可能な史料として香西成資が古老の話を元に享保4(1719)年に編纂した『南海通記』がある。その中
に天正10(1582)年頃の地形として「…春日ノ里二至ル,此所ハ屋島山,石清尾山両受ノ問,入海ニテ山田
郡小山ノ下マデ潮サシ来ル,遠干潟ナ春口里卜木太郷ノ間,海ノ中道アツテ通用ス。…」との記述がある。
ここでいう小山とは,現在の高松市新田町小山にあたると考えられ,この小山近辺まで海岸線あるいは河口
が湾状に入り込んでいたと想定できる。

東部運動公園 (仮称)整備に伴う埋蔵文化財発掘調査事業として発掘調査が行われた「奥ノ坊」は高松町
の北東端にあたり,地形的には旧高松市と旧牟礼町 (現高松市牟礼町)にまたがる標高100～ 200mの 山塊の,
西側低丘陵地の尾根及び谷部に位置する地域である。現在はかなり内陸的な様相を示すが,上記の推定海岸
線から考えると海岸から1～ 1.5kmと 非常に近かったと推測される。

第 2節 歴史的環境

高松平野では,昭和60年代以降,高松束道路建設,太田第2土地区画整理事業,高松空港跡地再開発など
の大規模プロジェクトに伴い発掘調査件数が増大したことによって遺跡数は飛躍的に増大し,高松平野の形
成過程や集落の様相が次第に明らかになってきている。今回の発掘調査事業地は高松平野の東部にあたり,
平野北西部に位置する石清尾山塊と共に遺跡の多い地帯として早くから認識されてきた地域である。
当事業地周辺の遺跡の大部分は弥生時代から古墳時代にかけてのものであるが,旧石器・縄文時代の遺物
・遺構も若千知られている。旧石器時代については,本格的な遺構は知られていないが,久米池南遺跡 (東
山崎HTlにおいてナイフ型石器が出土している。縄文時代については,小山。南谷遺跡において落とし穴状
の上坑が14基検出されているほか,旧河道中から縄文土器が出土している。当事業地においても奥の坊奥池
西遺跡において落とし穴と考えられる遺構が検出され,縄文土器が出土しており,小山。南谷遺跡との関連
が注目される。一方,平野中央部の発掘調査においては旧河道からの晩期の上器の出土例は多いが,井手東
I遺跡において地表面下約70cmからアカホヤの堆躾層が確認されていることが特筆される。
弥生時代前期の遺跡としては,平野中央部では二重の環濠が検出された汲仏遺跡等が知られているが,平
野東部では現在のところ発見されていない。中期前半では当事業で確認された奥の坊遺跡が知られている。
南向きの緩斜面に営まれた集落で,多量の上器・石器に伴い分銅形土製品や擬朝鮮系無文土器等も出上して
いる。また,丘陵部を東に越えた羽間遺跡では細形銅剣が出上している。中期後半では久米山東側丘陵上に
立地する高地Jl■e落の久米池南遺跡がある。後期前半では既に消滅してしまったが,香川県の弥生時代後期
前半の標式土器が出上したことで知られる大空遺跡が当事業地内に所在した。また,当事業地内の奥の坊権
現前遺跡をはじめ,スベリ山南遺跡,南谷遺跡,小山・南谷遺跡がある。いずれの遺跡においても製塩土器
が多量に出土することが知られている。後期後半では漆を採取していたと考えられる原中村遺跡があげられ
る。
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古墳時代の集落遺跡は周辺では見られず,平野中央部においてもあまり知られていない。一方,古墳は多
く築造されている。高松平野では積石塚として有名な石清尾山古墳群があるが,平野東部では盛土古墳しか
見られない。平野東部では諏訪神社古墳が古式の古墳であることが知られている。また,前期の高松市茶臼
山古墳は全長60mの前方後円墳で,後円部には竪穴式石室が2箇所設けられており,第 1主体からは鍬形石2
点,画文帯神獣鏡1点などが出上している。中期では屋島の北端に所在する長崎鼻古墳において,阿蘇溶結
疑灰岩製の石棺が出上している。後期では副室構造の小山古墳,天丼石が巨大な1石の石材で構築された山
下古墳,T宇型の石室を持つ瀧本神社古墳等特異な古墳が多い。中でも香川県で唯一石棚を持ち,畿内型の
亀甲型陶棺を埋葬主体とし,承盤付銅銃を副葬する久本古墳の存在は特筆できる。この他,小規模な長尾古
墳群,岡山古墳群,岡山小古墳群,漆谷古墳群,平尾古墳群といつた群集墳も見られる。当事業地において
も,奥ノ坊古墳群,大空古墳,金川渕古墳の調査が実施されているが,いずれも損壊が著しく,詳細は不明
である。

古代の遺跡では,『 日本書紀』にも記載されている古代山城屋嶋城の存在が知られている。近年の調査で
城門遺構や石垣が検出されている。また新田本村遺跡と小山。南谷遺跡では高松平野の条里地割に先行し,

方向の異なる条里地割が発見されている。この先行条里地割が当事業地内の奥の坊権現前遺跡及び奥の坊遺

跡においても確認されている。古代寺院としては山下廃寺がある。古式の瓦を出土していることが知られて

いるが,発掘調査は行われていないので詳細は不明である。また屋島北嶺の千間堂において10～11世紀と考
えられる礎石建物及び集石遺構が検出されており,屋島寺の前身遺構と考えられている。
中世に入ると高松平野でも武士の台頭が目立つ。特に中央政権との関わりも多く,数多くの戦いが行われ
ている。まず,源氏と平氏が屋島で戦い,刃「須与―や佐藤継信の戦いぶりが『平家物語』によつて今日まで
伝えられている。南北朝期には讃岐の守護となった高松 (舟木)頼重が喜岡城を築城するが,北朝方の細川
定禅の攻撃により落城した。その後喜岡城は秀吉の四国征伐時にも落城している。中世の遺構としては,中
世末～近世初頭にかけての溝で区画された屋敷が検出された川南 。西遺跡があげられる。当事業地内では中世
の遺物は出土するものの,遺構としては奥の坊奥池西遺跡において溝が検出された程度である。
近世の遺跡としては,近年高松城周辺で数多くの調査が実施されており,武家屋敷等が検出されている。
平野東部では,東山崎・水田遺跡や川南 。東遺跡等の農村が見られる。当事業地内では奥の坊遺跡において
一部近世の屋敷地を検出しているにすぎない。
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第2図 周辺遺跡分布図 (S=1/25,000)

1奥の坊権現前遺跡  2奥 の坊遺跡  3大 空】ヒ遺跡
6奥ノ坊2～ 4号墳   7金 川渕吉墳   8大 空吉墳
11大空南遺跡    12屋 嶋城跡   12喜 岡城 (高松城)跡
16長尾2号墳     17長 尾3号墳   18南 谷遺跡
21小山古墳     22山 下古墳   22山 下廃寺
26岡山古墳群    26漆 谷古墳群  28久 米池遺跡

4奥の坊奥池西遺跡
9スベリ古墳 (消滅)
14羽間遺跡

19小山・南谷遺跡

24久本古墳

5奥ノ坊1号墳 (消減)
10大空遺跡 (消滅)

15長尾1号墳
20新田本村遺跡

24岡山小古墳群
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第 3章 調査の経緯と経過

第 1節 調査地の概要 と基本層序 (第3～5図 )

奥の坊遺跡は東から西に伸びる丘陵の南向きの緩斜面に立地しているが, さらに細かく見ると,丘陵から

南へ派生する小さな2つの尾根に東西を狭まれた谷状部分が集落域である。V区は奥の坊遺跡の南西端に位
置し,集落域を画する西側尾根の先端部分に位置する。調査前は北半が畑で,南半が宅地で,約 lmの段差
が所在し,現地表面の標高は38.5～ 39.5mである。
調査に際しては,調査区の北壁において土層観察を行った。現地表面以下20cmは耕作土層 (第 3図 1層)で
ある。その下層には旧耕作土 (第3図8層)及び旧床土 (第3図9層)が見られるが,西側ではほぼ同じ標高に

おいて黄橙色粗砂層 (第 3図6層)及び褐灰色粘質シル ト層 (第3図7層)が約10cmの厚さで堆積しており,造
成土と考えられる。西端では,旧床土層の下層において,灰黄色細砂 (第 3図 10層)の堆積が約10clll見 られ
る。これらの下層において,地山と考えられるにぶい黄橙色粘質シル ト層 (第3図 13層)が見られる。また,
北壁では検出されていないが,調査区の南西部では,遺物を多く包含する第10層と13層の間に褐灰色砂混粘

質土層が所在した。

遺構面は,遺物包含層上面と地山上面の2面で検出した。遺物包含層上面で検出した遺構面を第1遺構面,地
山直上で検出した遺構面を第2遺構面として調査を行った。なお,遺物包含層の所在する南西部以外は,第 1

遺構面の遺構も地山直上において検出しているが,本報告書では調査区南西部の遺構埋土状況及び出土遺物
から,第 1遺構面と第2遺構面に分類し,報告する。
第1遺構面では土坑24基,水溜め遺構1基,溝5条,ピット等を検出し,その出土遺物から概ね近世以降の

遺構面と考えられる。第2遺構面では,西半に遺構が集中するが,方形周溝状遺構1基,竪穴住居跡1棟,土
坑13基 ,溝3条, ピット等を検出し,その出土遺物から概ね弥生時代中期前半の遺構面と考えられたが,一
部古代の遺構も存在する。

第 2節 第2遺構面の遺構 と遺物

ST52001(第6図 )

調査区南西部で検出した方形周溝状遺構である。方形に巡る周溝は幅30～ 50cmを測り,深さは最深部で10

cmを浪1る。断面形状は浅いU字を呈し,埋土は灰黄褐色砂混粘質上の単層である。全体に削平が著しく,浅
い埋土であることから,開 口部とは断定できないが,溝は東側で途切れており,主軸方位はN-78° ―Eで

ある。周溝内部の規模は東西4.3m,南北4.8mを測り,周溝を含めた規模は,東西5,2m,南北5.8mを測る。
周溝内部では3基の土坑を検出した。周溝と土坑がほぼ同じ主軸方位であることから,方形周溝墓を想定し
て第1～第3主体部とした。

第1主体部は周溝状遺構のほば中央に位置する。近世の溝SD51001 1Nlに切られており,南西隅部分しか残存
していないが,平面形態は長方形を呈すると考えられ,長辺1.42m以上,短辺42cIIl以上,深さ5cmを沢Jり ,

主軸方位はN-77° ―Eである。断面形状は浅い逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上の単層である。床
面はほぼ水平である。

第2主体部は第1主体部の南側において並行して検出した。平面形態は長方形を呈し,長辺2.10m,短辺70

cm,深 さ6cmを測り,主軸方位はN-75° 一Eである。断面形状は浅い皿形を呈し,埋土は灰黄褐色砂混粘
質上の単層である。床面は平坦面であるが,わずかに東側が高い。
第3主体部は周溝状遺構の南東隅に位置する。平面形態は台形を呈し,南北87cIIl,東西は北辺66cm,南辺
50clll,深さ5cHlを測り,主軸方位はN-2° ―Eである。断面形状は浅い逆台形を呈し,埋土は黒褐色砂混粘
質上の単層である。床面は平坦面であるが,わずかに北側が高い。
出土遺物は第2主体部で検出した2点のみである。1は弥生土器の底部である。外面タテヘラミガキ,内面

ナデである。Slは凹基式の石鏃である。出土遺物から弥生時代中期の遺構と考えられる。
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1 10YR 3/1黒褐 砂混粘賢上
2 10YR 4/1褐灰 砂混粘質土
3 10YR 3/2黒褐 砂混粘質土
4 10YR 3/2黒褐 砂混粘質土

5 5YR 7/4にぶい橙 粘土(焼上塊含む,壁くずれ落ち)
6 7 5YR 3/1黒褐  砂混粘質土(炭多く含む)
7 10YR 3/1黒 褐  砂混粘質土
8 10YR 4/2灰 黄褐 砂混粘質土

第 7図  SH52001平 口断面図
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9 10YR 4/1褐灰 砂混粘質土
10 10YR 5/2灰黄褐 砂混粘質土
11 10YR 2/1黒   砂混粘質土
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SH52001(第 7・ 8図 )

調査区南西部で検出した竪穴住居跡である。平面形態は正方形を呈し,東西4.65m,南北4.68m,深さ26
clllを測り,主軸方位はN-5° ―Wである。断面形態は逆台形を呈し,埋土は3層に分層できる。第1層は黒
褐色砂混粘質土,第2層は褐灰色砂混粘質土,第3層は黒褐色砂混粘質土である。
住居の北壁中央部において霊を検出した。にぶい橙色の粘土で構築された袖部が戎存するが,天上部は崩
落している。燃焼部は幅65cmで,床面は掘りくばめられていない。煙道部は幅35cm,長さ78cmであり,住居
北側に大きく突き出しており,その掘り込みも急である。燃焼部,煙道部ともに被熱痕が顕著に見られ,埋
土は炭を多く含む黒褐色砂混粘質上の単層で,最下層に天丼部の崩落部分が残存する。燃焼部を含む竃の周
囲の床面は精円形状に1段高くなつている。その規模は長径約1.80m,短径約85cm,深さ約5cIIlで,緩やかな
段差で,地山を削り出している。
竃部分以外の壁には幅18～86clll,深さ12cmの壁溝が巡る。壁溝の断面形態はU字を呈し,埋土は黒褐色砂
混粘質上である。

主柱穴は4基で,いずれも楕円形を呈し,長径55～65cm,短径45～55cm,深さ37～ 55clllを測る。柱穴の埋土
は,柱痕が黒褐色砂混粘質土で,据 り方は灰黄褐色及び褐灰色砂混粘質上であるが,北西の柱穴のみ最下層
で黒色砂混粘質上が認められた。柱間は北辺1.85m,西辺2.40m,南辺1,95m,東辺2.30mである。
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出土遺物は第8図に掲載した。2・ 3は日縁部がランパ状に開く弥生土器の広口壺である。4は短く外反する

日縁部を持つ弥生土器の広口壺で,外面指頭圧である。5は弥生土器の短頸壺で,外面ナデ,内面ヨコヘラ
ミガキである。6～ 13は弥生土器の底部である。6は内外面に指頭圧を多く残す。7～ Hは摩滅が著しいが,
内外面ともナデである。12・ 13は外面タテヘラミガキ,内面ナデである。S2～S4は石鏃である。S2は凹基式

で,快りは深い。S3は平基式の完形品である。S4は凹基式である。SoS6は削器である。S5は全体に自色風化
が目立つ。S7は叩石であり,3面に敲打痕が見られる。

弥生時代中期前半の遺物しか出土していないが,寵を持つ堅穴住居であることから,時期が下ると考えら
れる。なお,西側に隣接する奥の坊権現前遺跡において7世紀後半の竪穴住居SH53003を検出しており,周辺
の調査では7～8世紀の遺構の検出例があることから,同時期の遺構の可台巨l■が高い。

SK52001(第9図 )

調査区北西部で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径63clll,短径61clll,深さ1lclllを測る。断

面形態は皿状を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明
であるが,埋上が周辺の弥生時代中期前半の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。

SK52002(第9図 )

調査区北西部で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈し,長辺3,03m,短辺1.04m,深さ63cmを測る。

断面形態は2段落ちになつており,埋土は4層に分層できる。第1層はにぶい美橙色砂混粘質土,第2層は暗灰
黄色細砂,第3層は褐色粗砂,第4層は黒褐色砂混粘土層で,第3層までは比較的緩やかに落ち込むのに対し,
第4層はほば垂直に20cIIl落ち込み,遺構底面は平坦である。弥生土器の小片が出土しており,弥生時代中期
前半の遺構と考えられる。

SK52003(第9図 )

調査区北西部で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径86cm,短径85cIIl,深さ21cmを測る。断

面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂混釉質上の単層である。弥生土器の小片が出土しており,弥生時
代中期前半の遺構と考えられる。

SK52004(第9図 )

調査区北西部で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径62cm,短径59cm,深さ10cmを測る。断

面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質土の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不
明であるが,埋上が周辺の弥生時代中期前半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えられる。

SK52005(第9図)

調査区北西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径71clll,短径55cm,深さ20cmを測る。
断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は

不明であるが,埋上が周辺の弥生時代中期前半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えられる。

SK52006(第9図)

調査区北西部で検出した土坑である。西半が調査区外に延びるため不明であるが,平面形態は長方形を呈

すると考えられ,長辺63clll以上,短辺55clll,深 さ39cmを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂
混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋土が周辺の弥生時代中期前
半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えられる。

SK52007(第9図 )

調査区北西部で検出した土坑である。西半が調査区外に延びるため不明であるが,平面形態は楕円形を呈

すると考えられ,長径71cm以上,短径59clll,深 さ13cmを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂
混粘質土の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋土が周辺の弥生時代中期前
半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えられる。
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sK52008彿咽 )
調査区北西部で検出した土坑である。SD52002に切られているが,平面形態は精円形を呈し,長径61cm以
上,短径41cm,深さ1lclllを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物
は出土しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋上が周辺の弥生時代中期前半の遺構と同じことから弥生
時代中期前半の遺構と考えられる。

SK52009(第 9図 )

調査区北西部で検出した土坑である。西半が調査区外に延びるため不明であるが,平面形態は楕円形を呈
すると考えられ,長径72clll以上,短径56clll,深 さ18clllを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂
混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋上が周辺の弥生時代中期前
半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えられる。

M52010(第9図)
調査区中央部で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形を呈し,長辺75cm,短辺55clll,深 さ5clllを測
る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時
期は不明であるが,埋上が周辺の弥生時代中期前半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えら
矛しる。

L=38000m

ヤ

12.5Y4/2暗灰黄砂混粘質土

~~＼章章==坐==才~里
&000m

1 10YR 4/1褐 灰 粗砂

第10図 第2遺構面検出土坑平口断面図②
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SK52011(第 9図)

調査区中央南部で検出した土坑である。平面形態は隅丸長方形を呈し,長辺79cIIl,短辺58cn,深さ1lcIIlを
測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な
時期は不明であるが,埋土が周辺の弥生時代中期前半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考え
らオ化る。

SK52012(第 10図 )

調査区中央南部で検出した土坑である。平面形態は精円を呈し,長径62cm,短径51cm,深 さ12cmを測る。
断面形態は浅いU字を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期
は不明であるが,埋上が周辺の弥生時代中期前半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えられ
る。

SK52013(第 10図)

調査区中央部で検出した土坑である。平面形態は長方形を呈し,長辺473m,短辺2.12m,深さ5cmを測る。
断面形態は浅い皿状を呈し,埋土は褐灰色粗砂の単層である。弥生土器の小片が出土しており,弥生時代中
期前半の遺構と考えられる。

SD52001 (ЯBll優])

調査区北束部で検出した溝である。幅28cm,長 さ2.23m,深さ22clllを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋
土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋土が周辺の
弥生時代中期前半の遺構と同じことから弥生時代中期前半の遺構と考えられる。弧状の形態であることから,

堅穴住居跡の残存部の可能性が考えられる。

SD52002(第 11図 )

調査区北西部で検出した溝である。幅28cm,長さ2.52m,深 さ5cmを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋
土は暗灰黄色砂混粘質土の単摺である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋上が周辺の
弥生時代中期前半の遺構と同じことから

弥生時代中期前半の遺構と考えられる。

弧状の形態であることから,竪穴住居の
残存部の可含巨l■が考えられる。 SD52002

東側に隣接する奥の坊権現前遺跡検出

の7世紀後半の溝SE153001の 延伸と見られ

ることから,同時期の遺構と考えられる。 L=39300m

l    L=38200m

半

125Y4/2暗灰黄 砂混粘質土

0        1m
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1 10YR 3/1黒偶 砂混粘質土

0            10cm

0         2m

第12図  SD52003平 日断面図及び出上遺物実測図
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第 3節 第 1遺構面の遺構 と遺物

SK51001(第5図 )

調査区南部中央で検出した土坑である。南半は調査区外に延びるが,平面形態は楕円形を呈すると考えら
れ,長径2.05m,短径75cIIl以上を測る。遺物は出上していないが,SD51001を 切つており,埋土は旧耕作土と
同じ緑灰色砂混粘質上であり,近世以降の遺構と考えられる。

SK51002(第13図)

調査区南部中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径82cIIl,短径74cm,深 さ28clllを測る。
断面形態は逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不
明であるが,埋土が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。

SK51003(第13図)

調査区南部中央で検出した土坑である。平面形態は隅九長方形を呈し,長辺69cIIl,短辺53cm,深 さ42cmを

測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な時
期は不明であるが,埋土が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。

SK51004(第13図)

調査区南部中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径58cm,短径54cIIl,深 さ55cmを測る。
断面形態は逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不
明であるが,埋土が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。

SK51005(第13図)

調査区南部中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径88cm,短径80cm,深 さ31cIIlを測る。
断面形態は半円形を呈し,埋土は3層に分層できる。第1層は暗灰黄色砂混粘質土,第2層は炭を含む黄灰色
粗砂,第3層は浅黄色粘土ブロックを含む黄灰色砂混粘質土である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は
不明であるが,埋土が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。

SK51006(第13図)

調査区南部中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径1.36m,短径1.24m,深さ64clllを測
る。断面形態は逆台形の2段落ちであり,埋土は2層に分層できる。第1層は浅黄色粘土ブロックを含む灰黄
褐色細砂～粗砂で,第2層は灰黄色粗砂である。第2層が掘り方で,第 1層部分には甕などを埋設していたこ
とが予想される。なお,第 1層内部には大型の石材や土師質土器片が投棄されており,人為的に埋められた
と考えられる。出上した土師質土器片から近世の遺構と考えられる。

SK51007(第13図)

調査区中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,直径66cIIl,深 さ30clllを測る。断面形態は半円
形を呈し,埋土はり書に分層できる。第1層は褐灰色砂混粘質土,第2層は灰黄褐色シルト質極細砂である。遺物
は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋上が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構
と考えられる。

SK51008(第13図)

調査区中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径97cIIl,短径85cm,深 さ40clllを測る。断面
形態は逆台形を呈し,埋土は3層に分層できる。第1層は暗灰黄色粗砂,第2層は黒褐色砂混粘質土,第3層は
灰黄色細砂である。陶磁器小片が出上しており,近世の遺構と考えられる。

SK51009(第14図)

調査区北東部で検出した土坑である。撹乱によリー部削平を受けているが,平面形態は円形を呈すると考
えられ,長径1.53m,短径1.40m,深さ31cmを測る。断面形態は皿状を呈し,埋土は4層に分層できる。第1

層は灰黄褐色砂混粘質土,第2層はにぶい黄褐色砂混粘質土,第 3層は黒褐色細砂,第4層はにボい黄橙色細
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L=38000mL-38.000m
L=37800m

1 10YR 4/1褐灰 砂混粘質土

L=38000m

125Y5/2暗灰黄 砂混粘質土
225Y4/1責灰 粗砂 (炭含む)
325Y5/1黄灰 砂混粘質土

(浅黄色粘土ブロック含む)

10YR 4/1褐灰 砂混粘土
10YR 5/2灰黄褐 シルト質極細砂

1 10YR 4/1褐灰 砂混粘質土 1 10YR 4/1褐 灰 砂混粘質土

L38100m

1 10YR 5/2灰黄褐 細砂～粗砂 (浅責色粘土ブロック
・土器片含む)

225Y6/2灰黄  粗砂

一一一一一一一一）

ｍ
ＯＯ

」〓３８．３・　　　　　陸
12.5Y5/2暗 灰黄 粗砂
2 10YR 3/1黒褐 砂混粘質土
32.5Y6/2灰黄 粗砂

0        1m

第13図 第1遺構面検出土坑平 B断面図①
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砂であり,上層の粘質土層と下層の砂層に大別できる。
遺物は上層から多く出土した。15は肥前系磁器の碗である。16は瀬戸美濃系磁器の碗である。内面に砂目

痕が残る。17は産地不明陶器の鉢である。18は瀬戸美濃系の陶胎染付碗である。19は備前焼陶器の指鉢であ

る。Klは鉄製農具の鋤先である。出土遺物から18世紀後半から19世紀前半の遺構と考えられる。

SK51010(第 13図 )

調査区北束部で検出した土坑である。ピットに切られているが,平面形態は長方形を呈し,長辺1.16m,
短辺74cm,深さ22cmを沢Jる。断面形態は逆台形を呈し,埋土は暗褐色砂混壮上の単層である。陶磁器小片が
出土していることから,近世の遺構と考えられる。

訊51011(第 15図 )

調査区中央で検出した土坑である。平面形態は不整形な楕円形を呈し,長径88cm,短径56cm,深 さ15clllを
沢Iる。断面形態は皿状を呈し,埋土は2層に分層できる。第1層は黒褐色砂混粘質土,第2層は灰黄褐色シル
ト質極細砂である。遺物は出土しておらず,詳細な時期は不明であるが,埋上が周辺の近世以降の遺構と同
じことから同時期の遺構と考えられる。

M風012(第 15図 )
調査区中央で検出した土坑である。平面形態は不整形な精円形を呈し,長径1.04m,短径47cm,深 さHclll
を測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上の単層である。遺物は出土しておらず,詳細な
時期は不明であるが,明治期以降の遺構と考えられるSD51005を切つていることから,明治期以降の遺構と
考えられる。

駅Ы013(第 15図 )
調査区中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径1.21m,短径64cm,深 さ10cmを沢Jる。
断面形態は逆台形を呈し,埋土はにぶい黄褐色砂混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時
期は不明であるが,埋上が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。

0             10cm

鬱
Ｖ
「

〔
Ⅶ
）

Ｋｌ

L=38.300m

灰黄褐   砂混粘質土
にぶい黄褐 砂混粘質土

黒褐   細砂
にぶい黄橙 細砂

第14図  SK51009平 ,断面図及び出土遺物実測図

1 10YR 4/2

2 10YR 4/3

3 10YR 3/1

4 10YR 6/3
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SK51015

＼_1 _/

L=38.200m

125Y3/1黒褐 砂混粘質土
2 10YR 6/2灰黄褐 シルト質極細砂

L=38300m

l10YR 4/3に ぶい黄褐 砂混粘質土

_       1     壁聾r.200m

l10YR 4/1褐灰 砂混粘質土

012

L=38200m

L=38200m

1 10YR 4/1褐 灰 砂混粘質土

1 10YR 4/2灰黄褐 砂混粘質土

1 10YR 4/1褐 灰 砂混粘質土

L38.300m

L=38200m

1 10YR 4/1褐 灰砂混粘質土

第15図 第1遺構面検出土坑平・断面図②

代

Ｕ
L=39.200m

一

     

―

125Y4/2暗灰黄 砂混粘質土
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SK51014(第 16図)

調査区中央で検出した土坑である。

平面形態は溝状を呈し,長辺3.23m,

短辺70cm,深さ1lcmを沢]る。断面形態

は皿状を呈し,埋土は黄灰色砂混粘土
の単層である。

遺物は遺構中央において密集して出

上した。20は肥前系磁器の蓋である。

外面に草花文が施されている。21は肥

前系磁器の小丸碗である。外面に草花

文と圏線3条が施されている。22は肥

前系磁器の広東碗である。外面に圏線

1条,見込みに「寿」の文字が見られる。
23は肥前系磁器の徳利である。外面に
「鷲」の字が見られ,内面無釉である。
出土遺物から18世紀～19世紀前半の遺

構と考えられる。

SK51015(第 15図)

調査区北東部で検出した土坑である。

北半が境乱を受けているが,平面形態
は楕円形を呈すると考えられ,長径87
clll以上,短径50cm,深さ19cmを測る。
断面形態は逆台形を呈し,埋土は褐灰
色砂混粘質上の単層である。遺物は出

上しておらず,詳細な時期は不明であ
るが,埋土が周辺の近世以降の遺構と
同じことから同時期の遺構と考えられ

る。

○
歯 を2

L=38500m      0             10cm
~~べ

豆

=ア

~~   ~

0        1m

15Y4/1黄灰 砂混粘土

第16図 SK51014平 B断面図及び出土遺物実測図

SK51016(第17図)

調査区中央で検出した土坑である。平面形態は溝状を呈し,長辺4.95m,短辺69clll,深 さ14cIIlを測る。断
面形態は逆台形を呈し,埋土は灰色砂混粘上の単層である。
出土遺物のうち図示できたものは2点である。24は産地不明陶器の密である。内外面とも無釉である。25

は土師質土器の焙烙である。出土遺物から19世紀の遺構と考えられる。

SK51017(第15図)

調査区北東部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径1.38m,短径54clll,深 さ10clllを測る。
断面形態は皿状を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不
明であるが,埋上が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。

SK51018(第18・ 19図 )

調査区中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径1.86m,短径1.73m,深さ1.13mを測る。
断面形態は方形を呈するが,上面部分でやや2段落ちとなっている。埋土は2層に分層でき,上層は瓦 。土器
・石を多く含む黒色砂混粘土,司臀は灰白色細砂～粗砂である。
出土遺物は第19図に掲載した。S8は砂岩製の砥石である。Wlは板材である。26は肥前系磁器の端反碗であ

る。外面に草花文,内面に圏線が施されている。27は瀬戸美濃系磁器の碗である。内外面とも草花文が施さ
れている。28は土師質土器の火鉢である。29は土師質土器の焙烙である。30は土師質土器の甕である。日縁

部内面は接合面で剥離しており,外面ナデ,内面粗いヨコハケである。31は土師質土器の甕である。外面粗
いタテハケ後ヨコハケ,内面ナデである。32は土師質土器の甕である。内外面ともナデで,外面に斜格
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175Y4/1灰 砂混粘土(陶磁器片含む)
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第17図  SK51016平 口断面図及び出土遺物実測図

子文が施されている。出土遺物から19世紀の遺構と考えられる。

SK51019(第 20図 )

調査区中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,長径86cm,短径82cm,深さ14clllを測る。断面
形態は逆台形を呈し,埋土は2層に分層できる。上層は土器片を含む黒色粘土,下層は灰黄褐色細砂である。
出土遺物のうち図示できたものは33の上師質土器の火鉢のみである。外面板ナデ,内面ナデである。出土
遺物から19世紀の遺構と考えられる。

SK51020(第 15図)

調査区北西部で検出した土坑である。東端が撹乱を受けているが,平面形態は精円形を呈すると考えられ,
長径2.22m,短径2.06m,深 さ16cmを測る。断面形態は逆台形を呈し,埋土は灰黄褐色砂混粘質上の単層で
ある。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明であるが,明治期以降と考えられるSD51003を切つている
ことから明治期以降の遺構と考えられる。

SK51021(第 15図)

調査区西都中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,直径65clll,深 さ6clllを測る。断面形態は
浅い皿状を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上の単層である。遺物は出上しておらず,詳細な時期は不明である
が,埋上が周辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の遺構と考えられる。
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SK51022(第15図)

調査区北西部で検出した上坑である。平面

形態は精円形を呈し,長径78cm,短径66cm,
深さ10clllを測る。断面形態は逆台形を呈し,

埋土は褐灰色砂混粘質上の単層である。遺物

は出土しておらず,詳細な時期は不明である
が,埋土が周辺の近世以降の遺構と同じこと
から同時期の遺構と考えられる。

SK51023(第21図 )

調査区北西部で検出した土坑である。平面

形態は隅丸長方形を呈し,長辺1.07m,短辺
85clll,深 さ18cIIlを測る。断面形態は逆台形を

呈し,埋土はオリーブ黒色粘上である。遺物
は出土しておらず,詳細な時期は不明である
が,埋土が周辺の近世以降の遺構と同じこと
から同時期の遺構と考えられる。

SK51024(第21図 )

調査区北西部で検出した土坑である。平面

形態は精円形を呈し,長径82clll,短径78clll,
深さ21cmを測る。断面形態は半円形を呈し,

埋土は柱穴状に中央部分と周囲の2層に分層

できる。中央部分は浅黄橙色粘土,外周部分
は黒褐色砂混粘土である。遺物は出上してお

らず,詳細な時期は不明であるが,埋上が周
辺の近世以降の遺構と同じことから同時期の

遺構と考えられる。

0        1m

125Y2/1黒  砂混粘土(瓦・土器・石多く含む)
210Y 7/1灰白細砂～粗砂

第 18図  SK51018平 B断面図
SE51001(第22～27図 )

調査区南西端で検出した遺構である。南半が調査区外に延びるため平面形態は不明であるが,検出部分は
長辺2.75m,短辺2.10m以上,深さ92clllを狽1る。断面形態は方形を呈し,埋土は第22図第3～8層の6層に分層
できる。第1層 (第22図第3層)は灰黄褐色砂混粘質土,第2層 (第22図第郷吾)は灰白色細砂,第3層 (第22図
第5層)は灰黄褐色砂混粘土,第4層 (第22図第6層)は暗青灰色砂混粘土,第5層 (第22図第7層)は緑灰色砂
混粘土,第6層 (第22図第8層)は青灰色砂混粘上である。検出部分の中央には直径40cIIl,高さ40cmの桶が設置
されている。桶の西側35cmの位置には杭列が認められ,東側にも1本だけではあるが杭が認められる。この
ため,桶から東西35clll離れた位置に杭列が所在したことが推定される。また,桶に向かって水が流れ込むよ
うに南西方向から木樋が延びている。調査区の南側には現在も用水路が隣接しており,後述するSD51001(S)
がほぼ同様の性格を持った遺構と考えられることから,SD51001(S)の 延伸部分から水を引き込んだ遺構と考

えられる。なお,木樋の東側には長辺42cm,短辺28cmの安山岩が所在した。平坦面を上面に向けていること
から,第娼  (第22図第6層)まで埋没した段階で意図的に設置したものと考えられる。
出土遺物は第23～27図に掲載した。34は肥前系磁器の紅皿である。日縁端部を拡張させている。35・ 36は

肥前系磁器の碗であるc内外面とも一重網目と圏線が施されている。37は肥前系磁器の碗である。外面草花
文,内面区画文が施されている。38は肥前系陶器の碗である。内外面とも施釉である。39は肥前系磁器の碗
である。外面に区画文と圏線が施され,見込みに圏線と斜格子文が施されている。また,見込みには,輪状
の重ね焼き痕跡が残る。40は肥前系磁器の皿である。型成形で,内面は型紙摺である。41は京 。信楽系陶器
の碗である。高台無釉である。42は京・信楽系陶器の皿である。内外面とも施釉である。43は屋島焼陶器の

上瓶である。外面無釉,内面施釉である。44は備前焼陶器瓶である。底面に窯記号と見られる刻印が施され
ている。45。 46は明石焼陶器の橋鉢である。47・ 48は瓦質土器の火鉢である。48は外面型成形による草花文
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1 10YR 1 7/1黒   粘土(土器片含む)
2 10YR 5/2 灰黄褐 細砂

0        1m

第20図  SK51 01 9平 口断面図及び出土遺物実測図

L=38400m

15Y3/1オ リーブ黒 粘土 1 10YR 3/4浅 黄橙 粘上
2 10YR 3/1黒 褐 砂混粘土

0        1m

第21図 第 1遺構面検出土坑平 n断面図③

が施されている。49は土師質土器の甕である。外面板ナデ,内面指頭ナデである。50は土師質土器の甕であ
る。K2は肘壺金具である。K3は庖丁である。S9。 S10は凝灰岩製の硯である。Sllは砂岩製の砥石である。側

面にも使用痕が認められる。l12～W20は桶材である。W21は板材である。2箇所に円孔が見られる。W22～W26は

杭である。いずれも樹皮付きの丸太材で,W22・ W23は比較的細いもので,先端を1方向から斜めに切り落と
したものである。W24～W26は比較的に太いもので,先端部を五角形ないし六角形に削っている。W27は木樋
である。底板の両端に幅1.5cm,深 さ3～5剛程度の溝を彫り,側板を立てる組み合わせ式である。出土遺物
から18世紀～19世紀後半の遺構と考えられる。

SD51001(第28～33図 )

調査区南西部で検出した溝である。東西方向の2本の溝とそれをつなぐ南北方向の溝からなる。北側を

SD51001(Nl,南側をSD51001(S)と して調査を実施した。また,北側の溝と南側の溝をつなぐ南北方向の溝に
ついては,東方部分のみしか確認しておらず,詳細は不明である。
SD51001(Nlは幅1.10m,検出長12.80m,深さ47cIIlを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は4層に分層

1   2       L=38.200m
―

―

―

―

2          L■ 38.400m

SK51023
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一Ｔ一Ｔ

L=38500m

0        1m

1花商上(客土)
27.5Y5/1緑灰 粘土
3 10YR 5/2灰黄褐 砂混粘質土
45Y 8/1灰 白 細砂
5 10YR 6/2灰黄褐 砂混粘土
6 10BG 4/1暗青灰 砂混粘土
710G 6/1緑灰 砂混粘土
8 5BG 6/1青 灰 砂混粘土

第22図  SE51001平 日断面図
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SD51001(S)

1 10YR 4/3に ぶい黄褐 砂混粘質土
27.5YR 5/3に ぶい褐 細砂
3 10YR 4/2灰 黄褐  粗砂
4 10YR 5/1褐 灰   細砂～粗砂

0        1m

第28図  SD51001平 口断面図

D 52

⑧

ふ
3

0             10cm

第29図  SD51001(N)出土遺物実測図
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できる。第1層はにぶい黄褐色砂混粘質土,第2層はにぶい褐色細砂,第3層は灰黄褐色粗砂,第4層は褐灰色
細砂～粗砂である。

SD51001 1Nl出 土遺物は第29図に掲載した。51・ 52は備前焼陶器の蓋と小壺の完形品である。53は肥前系陶

器の碗である。54は土師質土器の焙烙である。

51・ 52の備前焼陶器の小壺及び蓋は,溝の東端付近で北岸をやや削りこむような状況で出土した。遺構検
出時の平面においては確認できなかったが,その出土状況からピント等が所在した可能 l■も考えられる。小
壷は蓋がされた状態で検出された。壺内には埋上の流れ込みによるものと推定される上が少量見られたのみ

で空である。小壺の上部に長辺20cmの安山岩の角傑を載せた状態で検出しており,地鎮等の目的で意図的に
埋納されたと考えられる。

SD51001(S)は 幅5.50m以上,検出長12.60m,深 さ50cmを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は
SD51001 1Nlと 同じ娼 に分層できる。

SD51001 1S)出 土遺物は第31～33図に掲載した。55は肥前系磁器の小盃である。56は肥前系磁器の碗である。内

外面とも型紙摺である。57は肥前系磁器の碗である。外面に草花文が施されている。58は肥前系磁器の碗で

ある。外面に斜格子文と圏線,内面に圏線が施されている。59は肥前系磁器の碗である。外面に圏線3条が
施されている。60は肥前系磁器の広東碗である。61は肥前系磁器の瓶である。内面無釉である。62は肥前系

陶器の碗である。内面に陰刻による草花文が施されている。63は瀬戸美濃系陶器の碗である。64は瀬戸美濃

系の陶胎染付碗である。65は瀬戸美濃系陶器の碗である。外面無釉,内面施釉である。66・ 67は京・信楽系
陶器の碗である。高台無釉である。68は肥前系磁器の皿である。高台無釉で,見込みに蛇ノロ釉ハギが認め
られる。69・ 70は京・信楽系陶器の皿である。外面無釉,内面施釉で,69の見込みにはハリ支えの痕跡が認
められる。71は産地不明陶器の蓋である。外面施釉,内面無釉である。72・ 73は産地不明陶器の鉢である。74
は産地不明陶器の甕である。75～78は備前焼陶器の鉢である。79～ 84は明石焼陶器の播鉢である。85は土師

質土器の火鉢である。内面は粗いヨコハケである。86は土師質土器の風呂釜である。内外面に突帯を巡らせ

ている。87～89は土師質土器の甕である。90～ 104は焙烙である。90～ 102は土師質,103・ 104は瓦質である。
S12は凝灰岩製の石臼である。

SD51001(N)。 SD51001(S)と もに,18世紀～19世紀前半の遺物が主体を占めるが,56の型紙摺の肥前系磁

L=38000m

0                  1m

第30図  SD51 001(N)土 器出土状況図
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器碗が見られることから,最終埋没は明治期と考えられる。

SD51002～ 51005(第5図 )

調査区東部から中央にかけて検出した溝である。いずれも

幅20～40cm,深さ5～ 10clllを測り,断面形態はU字を呈し,埋
土は褐灰色砂混粘質上の単層である。SD51002～ SD51004は ほ

ぼ並行して見られ,SD51005は これらに直交しており,ほぼ同

時期の溝群としてとらえることができる。

遺物は出上していないが,最終埋没が明治期と考えられる
SD51001を切つていることから,明治期以降の遺構と考えられ

る。一方で,溝の主軸方位がSD51001(S)と 平行ないし直交する

ことから,SD51001埋没と時期差はそれほどないと推定できる。

ピット出土遺物 (第34図 )

ピットからも遺物が出上しているが,図示できたものは2

点のみである。第34図に掲載した。105は瀬戸美濃系磁器の色

絵碗である。106は肥前系磁器の色絵油壺である。ピット出土

のものも18世紀～19世紀前半のものが主体を占め,一部明治
期のものも見られる。

05

第34図  ピット出土遺物実測図

0             10cm
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第4章 まとめ
奥の坊遺跡は,主に弥生時代中期前半の集落遺跡で,近世までの遺構・遺物が検出されている。南向きの
緩斜面に営まれた集落のほぼ全域を発掘調査しており,今回の報告書では,その南西端部分しか紹介できて
いないが,本報告書で取り上げたV区の遺構の変遷を考えたい。V区においては,弥生時代中期前半,古代,
近世以降の3時期の遺構・遺物が検出された。

弥生時代中期前半

奥の坊遺跡の最盛期にあたる弥生中期前半であるが,その遺構密度は他の調査区に比べ希薄である。東半
が削平を受けていることが要因の1つ と考えられる。当該期の遺構としては,土坑13基 と方形周溝状遺構
ST52001が あるが,出土遺物も少なく,その実態は不明である。
奥の坊遺跡は,東から西に伸びる丘陵の南向きの緩斜面に立地しているが, さらに細かく見ると,丘陵か
ら南へ派生する小さな2つの尾根に東西を挟まれた谷状部分が集落域となっており,V区は西側の尾根の先
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③
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0                         10m
※遺構番号省略

(窮刑)SK52001-→SKl

第35図 弥生時代中期前半の遺構平面図
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端に位置する。これまでの発掘調査において,東側の尾根においては弥生時代の可能性が考えられる土坑墓
が検出されており (大嶋2006),ST52001を 方形周溝墓とするならば,集落の東西の尾根を墓域としていた可
能性が指摘できる。

なお,V区の西側に隣接する奥の坊権現前遺跡V区において,遺構密度は希薄であるが当該期の竪穴住居
跡が検出されている (大嶋20041こ とから,尾根を挟んだ西側にも一部集落域が拡大する。

古代

包含層中には一定量の上師器や須恵器が見られることから,古代の遺構が想定されるが,遺構から古代の
遺物は出上していない。しかし,SD52003は東側に隣接する奥の坊権現前遺跡で検出した7世紀後半の溝
SD53001の延長部分と考えられる。またSH52001は,弥生時代の遺物しか出土していないが,寵付きの竪穴住
居であることから,当該期の遺構と考えられる。西側に隣接するⅡ区及び東側に隣接する奥の坊権現前遺跡
V区にかけて集落域が広がっていたことが判明した。

0                   10m

第36図 古代の遺構平面図
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なお,今回の調査で検出した古代の遺構は,巨視的に見れば,約800～900m西側に所在する小山南谷遺跡
や新田本村遺跡において検出しているN-5° ―Eの方位の条里地割を基準としていると考えられる。同方

位は山田郡の条里地割N-11° 一Eと異なる異方位条里地割であることから,山田郡北部条里地割と呼称さ

れている (藤好1997)。

近世以降

V区で最も多く遺構・遺物を検出した時期である。調査地には古高松村 (現在の高松市高松町)の庄屋で
あった揚氏の山林を管理していた人物の家屋があつたとの伝承がある。調査地内で,礎石や柱穴といつた明
確な居住遺構は検出されていないが,水溜め遺構SE51001や数多くの上坑の検出から屋敷地であつたことが

推定できる。また,SD51001 1Nl出 上の備前焼小壺は,屋敷の地鎮に伴うものと推定できる。なお,土地区画
の変遷から18～19世紀の遺物を含み明治期に最終埋没したと考えられるSD51001と ,それを切ることから明治

期と考えられるSD51002～SD52005の 2時期に分類できる。SE51001を はじめ,土坑の多くは18～19世紀の遺物
が出上しており,SD51001と 同時期の遺構が主体を占めると考えられる。

0                   10m

※遺構番号省略

(窮則)SK51001-→SKl

第37図 近世以降の遺構平面図
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表3 土器観察表
器種 遺構名

法量 (cm)
外 面 内 面

色  調
l■=外面,下=内面 ) 胎土 焼成

獅笙主器

庇部
6 ST52001

タテヘラミガキ ナデ ,YR5/6明 赤褐
,YR4/3に ぷい未福

やや粗
良

2
弥生主器

広日壷
8 SH52001 8

マメッ マメツ 7 5YR7/6 橙 粗
良好

3
弥生土器

8 SH52001
ナデ ナデ 7 5YR6/6 橙

絡

や や 密

lmmじ J下お 蔦 五 .三富合 か
良好

弥生土請

広口壷
8 SH52001

指頭圧 ナデ 7 5YR5/3 にぷい褐 やや粗
良好

5
弥生土器

籠蛭帯
8 SH52001

ナデ ヨコヘラミガキ 7 5YR7/4 にぶい橙 やや留

lmm以下の石英・長石含t
良好

6
底 部

8 SH52001
指頭圧 指頭圧 7 5YR7/5「 こぶい橙

7 5YR7/4 1こ 尽い結

やや粗
良

7
弥生土器

虎部
8 SH52001

ナデ ナデ 7 5YR6/4 にぶい種 やや粗
2mm以下の石英・長石含む

良好

8
底部

8 SH52001 (27
マメッ マメツ 10YR8/6赤掲

7 5YR4/2 康福

粗
良

9
弥生土器

虞部
8 SH52001 (23

ナデ ナデ 10YR7/4に ぷい貢橙
7 БVnn/A I=バ RIヽ想

やや 粗

夕mmじJ下ゐ 石 革・三 石 全 お
良好

霊 底部
8 SH52001 (27

ナデ マメツ 10YR7/2に ぶい黄橙 やや粗
良好

弥生土器

薦部
8 SH52001 (44

ナデ ナデ 10YR3/1黒褐 やや 粗

氏mmじ1下の 石 革・尋 石全 よ!
良

底部
8 SH52001 (33

タテヘラミガキ ナデ 5YR6/6 橙
7 5YR5/3 1こ 尽い褐

密
良好

弥生土器

虞部
8 SH52001

タテヘラミガキ ナデ ,YR5/6明 赤褐
InYP4/夕 旺昔tB

やや 粗

らmm u下 の 希 送・三 石合 か
良

聾
SD52003

マメツ マメツ 5YR7/6 橙
7 5YR3/8 音緒

粗
良

肥前系磁器
SK51009

閣鍛 夕峯・▼章

N8/0灰自
WA/n康占

僑良
良好

碗
SK51009

自

由

灰

匝

精良
良好

睡地不明陶器

鉢
SK51009 (25

施釉 施釉 25Y6/4にぶい黄 悟艮
良好

取声巽濃糸阿器

碗
SK51009 (22

庭釉

陶賂臭付

施釉

絢賂臭付

10Y8/1灰自
10Y3/1 灰白

精 良
艮好

隋前焼陶器

層鉢
SK51009

ナデ
デ

日

ナ

煙

赤

″

やや密
良好

世両 糸枢 器

善
SK51014

車花文

N3/0灰自
N3/0灰白

精 良
艮好

把前系磁器

院
SK51014

7 5GY8/1明緑灰 精良
良好

】じ副 糸ほ 希

備
SK51014 (20

圏線 1条 文字

N3/0

N8/0

自

白

灰

灰

精 良
良好

]B訂系磁器

聴利
SK51014

支 車

無釉 75Y7/1 白

蓋

灰

匪

精良
良

産地不明陶器

癖
17 SK51016

無釉 熊釉 2 5YR3/2嬌赤褐
2 5YR3/1陪赤灰

情良
良好

焙 烙
17 SK51016

ナデ ナデ N2/0黒
7 5YR5/3 にぶい想 螂

い
や

ｌｍ
良

肥前系磁器
SK51018

草花文 錮綿 4峯

N8/0灰自
NA/0 阪白

情艮
良好

碗
SK51018

堂れ文

N8/0

N8/0

自

由

灰

灰

精良
良好

上師質土器
SK51018 244 (50

ナデ ナデ 7 5YR6/4「 こ示い橙

Imm以 下の石英・長石含む
良

倍 烙
SK51018 (35

ナデ ナデ 灰

灰

やや粗
良好

土師質土器
SK51018

ナテ 租いヨコハケのちナテ 10YR4/2灰貢褐
10YRS/ク  阪:雪協 'や

密

Imm以 下 の 石 英・長 石・角 閃 石・雲 母 含 む
良

土師質土器

霞
SK51018

粗いハケ ナデ 10YR6/3に ぶい責橙
10YR5/2灰 昔福

やや密

lmm以下の石章・岳石・角関石合お
良好

土師質土器
SK51018

ナデ

斜格子文

ナデ 5YR5/4にふい赤褐
SYR5/4 に無い未椙 lmm以下の石英・長石含む

良

火鉢
SK51019 (52

版ナデ ナデ 5YR6/6 橙 やや粗
良

肥前系磁器
SE51001

高台無細 迎 成形 N8/0灰 自
NA/0康 白

騎艮
良好

把Bl系磁器

晩
SE51001

10Y3/1灰 自
10Y3/1 灰白

精良
良好

IB前系磁器

腕
SE51001

∃線・―重網 目 ∃繰・一重網 目

SGY8/1

5GY8/1

自

白

灰

灰

精 艮
良好

IB前系磁器

碗
SE51001

童れ文 割錬

7 5GY3/1明緑灰
7 5GY8/1 明緑灰

精良
良好

把前系陶器

航
SE51001

施luI 施粕 10Y7/1 灰日
75Y7/1灰 白

精 艮
良好

把前系磁器

腕
SE5100,

重ね焼き痕 10Y7/1

10Y7/1

自

由

灰

反

精良
良好

把訂糸ほ器

Ell
SE51001

型成形 形

摺

成

紐

型

型

自

白

灰

灰

濡 艮
良好

R・ 偏 余 糸 FIJ誘

術
SE51001

高台無袖 施釉 10YR8/2灰 自 精良
良好

SE51001 (1
施釉 肥糊 10YR7/2に ふい貢禍

25Y6/4にぷい黄
精 艮

良

座 島競 阿術

土瓶
SE51001

無釉 地釉 5YR6/3 1こ ぶい橙

5YR5/8明赤褐
精 良

良好

隋前焼陶器

転
SE51001

熙細

需記号

熙糊 25YR4/4「 こ心ヽい赤‖
25YR4/4 に式(い未猫

橋 艮
良好
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器種 遺構名
法

外 面 内 面
色  調

l■=外面,下=内耐
胎 土 焼成

男石焼阿希

雷鉢
SE51001 29″

ナデ
デ

日

ナ

理

2 5YR5/4 にぶい赤摂 やや密
良

月石焼陶器

雷毬
SE51001 30〔

ナデ 斤
帥

10R6/4にぶい赤褐 やや密
良好

巳質土器

た鉢
SE51001

ナデ ナデ 灰

灰

や や 密

lmmじ 1下の 病 道・こ 石・鍵 閉 示 合 お
良好

E質土器
史鉢

SE51001
ナデ・型成形 ナデ 灰

瞬

暗

は

やや粗
良好

甕
SE51001

板ナデ 指頭ナデ 10YR4/2灰 貢褐
10YR6/2灰 責褐

やや粗

lmm切 下の石五・与石合お
良好

と師質上器

率
SE51001 48Z

ナデ ナデ 75YR6/6 橙 やや粗
良好

蓋
SD51001(N 3

銀
小

無釉 10R4/6赤
2 5YR6/8 椿

密

lmmじ !下の 石 工・弓 石合 す|
良

涌前焼阿器

語
SD51001(N

熊釉 熊釉 10R4/6赤 密
良

,unl糸 阿誘

碗
SD51001(NI (29

鉄釉・高台無釉 鉄釉 2 5YR5/2

2 5YR5/2

赤

赤

灰

灰

やや密

lmm倒 下の石造・鳥石合す、
良婿

上師質土器

感悠
SD51001(NI

ナデ ナデ・指頭圧 10YR2/2黒 褐 やや密
良

小盃
SD51001(SI

10Y7/1

10Y7/1

自

白

灰

灰

精 艮
良好

IB前系磁器

防
,D51001(S

41無摺

N8/0 白
山
凸

灰

匝

精良
良好

碗
,D51001(Si 9`

堂れ 支

7 5GY3/1

7 5GY8/1

灰

灰

緑

緑

明

明

情良
良好

lB前系磁器

腕 斜格子文・圏線 4条 閣類 1峯

,GY3/1 白
】
白

灰

瞬

精良
良

碗 閣編 a条

10GY8/1

10GY8/1

灰

灰

緑

緑

明

明

備良
良好

肥前系磁器

腕

10Y8/1 白
】
占

灰

臣

糖良
良好

肥Bl糸ほ器

h
圏線1条 無釉 7 5GY8/1明緑灰 脩良

良好

肥前系阿器

鹿
SD51001(SI (22

釉

刻

疱

陰

施釉 10YR3/2黒 褐
2 5YR5/3 にAミい赤霜

精良
良

横戸美濃系陶器

腕
】D51001(S

施釉 施釉 7 5YRS/4 1こ ぶい褐 精良
良好

綴戸表濃系阿器

鹿
91 SD51001(S

的 胎摯 付

10Y8/1

75Y8/1
願
随

精 艮
良好

頼戸美濃系陶器
SD51001(S

無釉 施 釉 10YR3/3浅 資橙 糖良
良

R・ I「■余糸 EIJ喬

読

葛台無釉 施釉 25Y3/2

10YR8/3
灰自

浅責悟

精 長
良好

京・信楽系陶器
SD51001(S (28

高台無釉 施釉 25Y8/1灰 自 精良
良好

lB前系磁需

婉
SD51001(S

葛台無Tla 蛇ノロ釉ハギ 75GY8/1明 緑灰
75GY8/1明 緑灰

精 艮
良好

京・信桑系陶器
SD51001(S

熙釉 肥粕・ハリ支え 25Y8/2灰 白 精良
良好

皿
SD51001(S

腰釉 施釉 5Y3/1灰 自
勇Y7/つ  旺 白

綺良
良好

71
奎地不明陶器

奉
SD51001(S

施釉 雁釉 45Y2/1黒
を5Y4/4にぶい未褐

精良
良好

堅地不明阿器

琳
SD51001(S

施釉 施釉 ,Y8/4淡貢
,Y3/4淡黄

露

Imm剪 下の希
=・
鳥石合お

良好

三地不明陶器

云
SD51001(S

熊釉 無釉 ,YR7/4 1こ ぶい檀 密

lmm以下の石薬・長石・重母含と
良婿

三地不明阿器

霊
SD51001(S

無釉 施釉 7 5YR5/3 1こ ぶい褐

7 5YR4/3 褐

やや密
良好

甫前焼陶器

ム
SD51001(S

ナデ ナデ J5Y4/2灰赤 やや粗

lmm以下の石真・長石含む
良好

扁前暁阿器

ぶ
SD51001(S)

ナデ ナデ 5Y5/4にぶい赤褐
勇Y5/6田 未 協

やや密
Imm口 下の布

=・
亭石・奎塁合すⅢ

良

77
甫前焼陶器

ム
SD51001(S)

ナデ ナデ 5YR6/3 にぷい橙
7 5YRS/3 に尽い名

密

lmm以下の石薬・長石含む
良好

席前暁阿器

ぶ
SD51001(Si 9

ナデ ナデ ,YR6/4 1こ ぶい橙

,YR5/3に ぶい赤褐
やや雷
lmm剪 下の希

=・
早石合お

良

月石焼陶器

自欲
】D51001(S (71

ヨコヘラケズリのちナデ デ

日

ナ

鷹

J5YR6/6橙
と5YR6/4 1こ 尽 tヽ補

密
良好

月石焼阿器

雷鉢
】D51001(SI

ナデ
デ

日

ナ

障

10R4/1晴赤灰
10R4/1賠赤灰

やや留

Imm以下の石英・長石含む
良好

月石焼陶器

霊歓
】D51001(SI

ナデ ガ
剖

赤

キ

やや密

2mm以下の石4・長石含tl
良好

男石焼陶器

雷鉢
】D51001(SI

一７ ガ
帥

2 5YR6/4 1こ ぷい種

2 5YR6/6 橙

密

lmm以下 の 石 英・長 石含 む
良好

男石焼陶器

雷鉄
SD51001(SI

ナデ ガ
副

10R5/6赤 やや 雷
良好

月石既阿器

雷鉢
3051001(SI

ナデ ガ
騨

10R6/6赤 種
10R6/6赤 橙

やや密

2mm以 下の石英。長石含む
良好

上師質土器
SD51001(S

ナデ 粗いヨコハケ 7 5YR6/4 にぶい橙 やや 租

lmmじ j下お 石 五 .三蔦 .色 門 声 金お
艮

上師質土器

風呂釜
3D51001(S

ナデ ナデ 5YR5/3にぶい赤褐
7 5YR6/4 1こ ぶい橙 2mm以下の石英・長石・雲母含む

良

上師質土器
SD51001(S 120

ナデ
射 湛 早 士

ナデ 10YR7/3にぶい貢橙 やや粗
lmmじ !下ゐ 石 革・尋 奉 全 お

良好

土師買上議

霊
SD51001(S 170

ナギ ナデ 5YR7/4 1三示い種 密
良好



器種 遺構名
法畳 (cmj

外 面 内 面
色  調

(上=外面,下 =内面)
胎土 焼成

上師質主器

臣

ナデ ナデ 7 5YR4/4

7 5YR4/4

褐

協

やや粗
良好

上師質土器
SD51001(SI

ナデ ナデ 25Y5/2晴 貢灰 やや留
良

主師質土器

曽烙
SD51001(S

ナデ ナデ 7 5YR4/1灰褐
10YR6/3に 点い音濡

やや密
良好

土師質土器
SD51001(S

ナデ ナデ N70 灰 やや留
良

土師質主器

悟烙
SD51001(S

ナデ ナデ 25Y2/1
25Y4/1

黒

音灰

やや密
良

上師買土器

倍悠
SD51001(S

ナデ ナデ 灰

両

貢

善

Ｙ４

Ⅵ

やや密

lmm切 下の病章・岳示合お
良

土師賃上器

悟烙
SD51001(S

ナデ ナデ 75R4/2 赤
柔

灰

Ｆ

雷
良好

土師買土器

倍悠
SD51001(S

ナデ ナデ 25Y4/1貢 灰 やや密
良

土師質土器

ヒ烙
SD51001(S

指頭圧 ナデ 10YR7/2に ぶい黄橙 密
良好

上師質上器

ヒ烙
SD51001(S

ナデ・指頭圧 ナデ 25Y5/1貢 灰 やや密
良好

土師質主器

皓烙
SD51001(S

脂頭圧 ナデ N3/0暗 灰
5Y5/1 灰

やや密
不良

土師質土器

店烙
SD51001(S 31

指頭圧・ナデ ナデ 10YR3/2黒 褐 やや粗

lmm Ы下の所葉・暑希合よ、
良

と師買土需

告烙
SD51001(S

指頭圧 ナデ 10YR4/3に ぶい黄褐 やや密
良

と師質土器

害悠
SD51001(S (71

ナデ・指頭圧 ナデ 5Y5/1 灰 密

lmm悦下の希章・岳希合お
良

豆質土器

吉烙
SD51001(S

ナデ ナデ N4/O τ【 密

Imm以 下の長石含 11
良好

lμ
互質土器

き熔
SD51001(S 464

指頭圧 ナデ
'5YR5/3 

にぶい褐 やや密
良

磯戸柔濃糸観講

宛
ピット

恒 給

自

由

灰

匝

精 良
良好

巴前系磁器

由帝
ビット (351

FI絵

無釉
白

凸

灰

正

隋良
良好
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表4木器観察表
番号 器種 選構名

法量 (cm)
特 徴

長 幅 厚

Wヽ 板材 SK51018 わずかに加工痕あり。

W2 桶材 24 SE5100 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W3 桶材 24 SE51001 393 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W4 桶材 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W5 桶材 24 SE51001 392 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W6 桶材 24 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

VV7 桶材 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W8 桶材 SES1001 400 17 外面上端と下端に,ガ痕跡あり。

VV9 桶材 SE51001 398 17 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W10 桶材 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

Wll 桶材 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W12 桶材 SE5100 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W13 桶材 SE51001 990 17 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W14 桶材 SE51001 393 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W15 桶材 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W16 桶材 SE51001 388 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

VV1 7 桶材 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W18 桶材 SE51001 21 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W19 桶材 SE51001 391 外面上端と下端にタガ痕飾あり。

W20 桶材 SE51001 外面上端と下端にタガ痕跡あり。

W21 板材 SE51001 11 2箇所に円孔あり。

W22 杭 SE51001 296 21 樹皮つき。先端は1方向より肖1る。

W23 杭 SE51001 樹皮つき。先端は1方向より削る。

W24 杭 SE51001 800 樹皮つき。先端は五角形。

W25 杭 SE51001 樹皮つき。先端は六角形。

W26 杭 SE51001 71 樹皮つき。先端は五角形。

W27 樋 SE51001 側板を組み合わせる。

表5石器観察表

表6鉄器観察表

番 号 器種 挿屁 遺構名
法量(cm)

石材 特 徴

長 幅 厚

石鏃 ST52001 サヌカイト 凹基式。先端部を欠く。両面より細かく調整。

石鏃 SH52001 サヌカイト 凹基式。先端部を欠く。両面より細かく調整。

石 鏃 S‖ 52001 サヌカイト 完形品。平基式。両面より細かく調整。

石鏃 SH52001 サヌカイト 凹基式。先端部を欠く。両面より細かく調整。

削器 SH52001 サヌカイト 全体に自色風化。刃部は片面より調整。

肖J器 SH52001 サヌカイト 背部・刃部とも両面より調整。

敲石 SH52001 閃緑岩 3面に敲打痕あり。

砥 石 SK51018 砂岩 擦痕あり。

硯 SE51001 凝灰岩 使用痕あり。

硯 SE51001 凝灰岩 一部のみ残る。

砥 石 SE51001 砂岩 側面も使用。

石 日 SD51001(S) 凝灰岩 溝あり。

番号 器種 膵口 遺構名
法量(cm)

特 徴
長 幅 厚

鋤先 SK51009 155 11 鉄製農具。

肘壷金具 SE51001 断面方形。

庖 T SE51001 木製の柄残る。
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写真25 SK51016完掘状況 (北から)
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SK51018遺物出土状況 (南西から) 写真27 SK51 009土 層断面 (北から)

写真28 SE51 001完 掘状況 (東から)
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奥の坊遺跡V区出土遺物①
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写真41 奥の坊遺跡V区出土遺物②
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写真42 奥の坊遺跡V区出土遺物③
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調査期間 調査原因

市町村 遺跡番号
調査面積

おくのぼういせき

奥の坊遺跡

かがわけん
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1999.5.28

1999,7.13

700rド 高松市東

部運動公

園整備事

業

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

奥の坊遺跡 集落 弥生 方形周溝墓

土坑

弥生土器 ,石器

古代 竪穴住居跡

溝

土師器,須恵器

近世 土坑

溝

陶磁器

約

奥の坊遺跡は高松平野の東を画する丘陵部に所在する。南向きの緩斜面に営まれた弥

生時代中期前半の集落跡で,古代や近世の遺構も見られる。本書では,遺跡南西端のV
区を報告した。V区では方形周溝墓1基を検出した。古代では,山 田郡北部のみに見ら
れる異方位条里地割を検出したほか,竃付きの竪穴住居跡1棟を検出した。近世では,
水溜め用の施設や溝等を検出した。
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